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・ラグビーワールドカップ2019TM日本大会，東京2020大会と2年にわたって世界最大級
のスポーツイベントが市内で開催

・市は，「2020年に向けた調布市の取組方針」及び「2020年に向けた調布市のアクショ
ン＆レガシープラン」を策定（右記参照）

・大会の準備段階から開催後にわたり，多様な主体と連携・協働した様々な角度からの取組
を通じて，まちづくりの多面的効果をもたらす有形・無形のレガシーを創出し，調布のま
ちの更なる発展と魅力の向上，多摩地域全体の振興につなげていく

・とりわけ，パラリンピック開催を契機としたレガシーの創出に向けた取組を推進
（パラリンピックのレガシーについては，44・45ページ参照）

背景・課題

子どもから高齢者，障害者など，だれもがスポーツに参加できる機会の充実や支援を
行うとともに，障害者スポーツの推進や次代を担うアスリートの育成に関する情報提供
に取り組みます。
また，市民が主体的に取り組む運動や体操などを通じた生きがいづくりや健康増進に

向けた環境づくりを推進します。

スポーツイベント等の開催機会を捉えたにぎわい創出や，特色あるお土産や特産品，
音楽・演劇をはじめ，映画・映像関連企業が集積する特徴を生かし，豊富な地域資源を
有する調布市の魅力を国内外に発信し，産業・観光振興を図るほか，観光ボランティア
等の活用も視野に入れた市内の回遊性向上や地域活性化に取り組みます。

京王線の地下化に連動した調布の街の骨格づくりを進め，地域の特性を生かした環境
負荷の少ない持続可能で，安全・安心，魅力的なまちづくりを推進します。
また，ユニバーサルデザインの考え方に基づく福祉のまちづくりを推進するとともに，

市民や来訪者の回遊性を高めるため，外国人を含む利用者の視点に立った分かりやすく
親しみやすい公共サイン整備，受動喫煙防止など，開催地の地元市としての環境整備に
向けた取組を進めます。

だれもが，それぞれに応じた活動を通じて，豊かな芸術文化を育むまちづくりに取り
組んでいけるまちとして，大会開催を契機に，文化プログラムと連動した取組を推進す
るとともに，地域ゆかりの文化の発信，国際交流，平和施策の取組を推進します。

市立小・中学校全校のオリンピック・パラリンピック教育推進校による実際の体験や
交流活動を重視した学びや児童館における普及啓発事業等を通じて，オリンピック・パ
ラリンピックの歴史や意義，国際理解を深めるとともに，児童・生徒の運動やスポーツ
への関心や親しみを一層高め，青少年の健全な育成を図ります。

スポーツ・
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産業・
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文化・
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2020年に向けた調布市の取組方針（平成28 （ 2016 ）年7月策定）

取組の視点②
大会の機運醸成と
各分野の振興

【3つの視点を踏まえた5つのテーマによる取組】

2020年に向けた調布市のアクション＆レガシープラン

取組の視点①
円滑な開催支援，

環境整備

取組の視点③
レガシー創出・調布のまちの
発展,多摩地域全体の振興
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＜5つのテーマ＞

○近隣市と連携したラグビーフェスティバルの開催
○タグラグビーの推進（小学生タグラグビー大会の開催等）
○ボッチャ教室・大会の開催
○オリンピアン・アスリート交流事業
○障害児・者フットサル事業
○リフレッシュ体操スクール など

＜目指す方向＞ ＜これまでの主な取組＞ ＜創出するレガシー＞

◆だれもがスポーツに親しみ，楽しめる環境づくり，ス
ポーツを支えるボランティアの確保育成

◆都内4大スポーツクラスターの一つとして，多くの国
際大会等の開催，多摩地域のスポーツ拠点の形成

◆スポーツを通した市民交流
◆スポーツ等を通じた健康増進

◆商工会・観光協会，鉄道事業者など，多様な主体と連
携した観光プロモーションの実施

◆地域資源の魅力発信，観光ボランティア等によるおも
てなしによる来訪者の増加

◆多摩地域が相互に連携した観光振興

◆地域の特性を生かした環境負荷の少ない持続可能で魅
力的な都市空間の形成

◆景観まちづくりの取組による街並み景観の向上
◆外国人を含む利用者の視点に立った，分かりやすく親
しみやすい公共サイン整備による回遊性の向上

◆ユニバーサルデザインの考えに基づく福祉のまちづくり
の推進

◆文化プログラムと連動したイベントの継続
◆日本の伝統や文化，参加国・地域の文化や言語，共生
や平和の理念などに関する生涯学習の推進

◆児童・生徒が運動・スポーツに親しむことによる基礎
体力の向上

◆子どもたちの自己実現の促進と共生社会や国際社会を
担う資質・能力の育成

◆日本人としての自覚と誇りの醸成と日本の良さを世界
へ示す意欲と力の育成

◆平和な社会の実現と持続可能な社会づくりへのスポー
ツ・文化の貢献に対する理解促進と，主体的に社会貢
献する力の育成

○“和”のおもてなしイベント（深大寺）
○近隣市と連携したレンタサイクル事業の推進
○Ｗｉ－Ｆｉ環境整備の推進
○多言語観光マップの作成
○インバウンド対策事業
○花いっぱい運動の推進 など

○飛田給駅周辺における歩行者の安全確保（踏切対策）
○飛田給公共通路補修工事，スタジアム前歩道橋補修工事
○人と環境にやさしい道路整備（スタジアム通り等）
○自転車推奨ルートの整備
○受動喫煙防止対策，喫煙マナーアップパトロール
○多言語を含む公共サインのための計画検討・実施
○都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト など

○日本の伝統芸能公演の実施，和の伝統文化を学ぶ市民講座
○パラアート展の開催
○外国人おもてなし語学ボランティア講座・フォローアップ研修
○ホストタウン・サウジアラビア交流事業
○人権教育・啓発促進事業 など

○オリンピック・パラリンピック教育推進校の取組
・調布市で実施される競技種目の学習，体験
・タグラグビーの推進
・世界ともだちプロジェクトの推進
・中学生東京駅伝及び中学校体育的連合行事の取組

○青少年健全育成地区親善ソフトボール大会
○児童館交流サッカー大会
○児童館まつり
○学童クラブ交流ドッヂビー大会 など

2019年・2020年を契機としたレガシーの創出 関連する重点プロジェクト 重点1 重点2 重点3 重点4 重点5
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